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Ｐ２２０２１ 

 

２０２５年度実施方針 

 

バイオ・材料部 

バイオものづくり室 

 

 

１．件 名： バイオものづくり革命推進事業 

      

２．根拠法 

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法第十五条第二号、第三号及び

第九号 

 

３．事業の実施方針 

本事業は、経済産業省が別途定める「バイオものづくり革命推進事業 研究開発計画」

（以下「研究開発計画」という。）に基づき、事業を実施する法人として、体制整備や

進捗管理等を適切に行う。 

 

４．実施内容及び進捗状況 

４．１ ２０２４年度実施内容 

 研究開発計画を踏まえ、事業を実施する法人として、以下の対応を実施するための体

制整備の上、進捗管理等を行った。 

 

① 公募 

ＮＥＤＯの規程に基づき公募を実施し、下記の 8 事業者を適切な実施者として採

択した。 

プロジェクト名 

木質等の未利用資源を活用したバイオものづくりエコシステム構築事業 

純国産木材バイオリファイナリーによる世界最高クラスの低炭素バイオエタノール生産

プロセスの開発 

国内未利用バイオマスを利用した機能性糖質素材の開発と社会実装 

余剰汚泥を使った従属栄養性藻類の培養とバイオディーゼル系脂肪酸原油生産の実証事

業 

下水汚泥等高含水有機廃棄物を資源化する炭素/窒素循環社会システム実証 
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スマートセル活用によるエルゴチオネイン発酵生産の事業化 

環境保護と食品供給の安定化を実現する精密発酵技術の開発 

第２世代バイオエタノール製造技術とバイオエタノール由来製品技術の開発 

 

② 契約の締結、交付の決定 

「委託事業」においては、実施者と業務委託契約を締結した。 

「助成事業」においては、実施者からの交付申請を受け、交付決定を行った。 

「調査事業」においては、実施者と調査委託契約を締結した。 

③ 資金の管理 

本事業に関する予算の管理及び執行を適切かつ効率的に行った。 

④ 研究開発の進捗管理 

「社会実装・技術推進委員会」を設置するとともに、事業の適正かつ円滑な実施を

確保するために必要な報告を実施者に対して求め、実施状況の把握に努めた。また、

把握した進捗状況について、適時に、経済産業省に報告した。 

さらに、事業の実施状況を踏まえ、実施者に対して、必要に応じて改善等の指導及

び助言を行った。 

⑤ 事業推進支援に係る業務 

研究開発計画や成果の最大化に向けた取組への反映検討の材料として、技術・市場

動向等の調査（本事業において委託事業として実施）を行った。また、本事業の成果

普及に向けた広報に取り組んだ。 
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４．２ 実績推移 

 ２０２３年度 ２０２４年度 合計 

実績額推移 ２３２百万円 １１０百万円※ ３４２百万円 

※２０２５年１月末時点の支出額を記載 

 

５．当該年度における実施内容 

 研究開発計画を踏まえ、事業を実施する法人として、以下の対応を実施するための体

制整備の上、進捗管理等を行う。 

 

⑥ 公募 

ＮＥＤＯの規程に基づき第 3 回公募を実施し、適切な実施者を採択する。 

⑦ 契約の締結、交付の決定 

「委託事業」においては、実施者と業務委託契約を締結する。 

「助成事業」においては、実施者からの交付申請を受け、交付決定を行う。 

「調査事業」においては、実施者と調査委託契約を締結する。 

⑧ 資金の管理 

本事業に関する予算の管理及び執行を適切かつ効率的に行う。 

⑨ 研究開発の進捗管理 

「社会実装・技術推進委員会」を設置するとともに、事業の適正かつ円滑な実施を

確保するために必要な報告を実施者に対して求め、実施状況の把握に努める。また、

把握した進捗状況について、適時に、経済産業省に報告する。 

さらに、事業の実施状況を踏まえ、実施者に対して、必要に応じて改善等の指導及

び助言を行う。事業の適正かつ円滑な実施に重大な支障が生じ、又は生ずるおそれが

あると認められる場合には、経済産業省に速やかに報告するとともに、その指示を仰

いだ上で、必要に応じて、実施者に対し改善等の指導を行うものとする。 

⑩ 事業推進支援に係る業務 

研究開発計画や成果の最大化に向けた取組への反映検討の材料として、必要に応

じて技術・市場動向等の調査（本事業において委託事業として実施）を行う。また、

本事業の成果普及に向けた広報に取り組む。 

 

６．事業全体の予算規模 

特定公募型研究開発業務勘定 ３００，０３４百万円（管理費含む。） 

 

７．事業の実施方式 

７．１ 実施体制 
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実施体制は、別紙のとおり。 

７．２ 公募 

（１）掲載する媒体 

「ＮＥＤＯホームページ」及び「e-Rad ポータルサイト」で行う。 

 

（２）公募開始前の事前周知 

公募開始前（緊急的に必要なものであって 事前の周知が不可能なものを除く。）に

は、ＮＥＤＯホームページで行う。本事業は、e-Rad 対象事業(研究開発を伴わない

調査を除く)であり、e-Rad 参加の案内も併せて行う。 

 

（３）公募時期・公募回数 

「研究開発計画」を踏まえ、委託事業、助成事業の公募を実施する。必要に応じて、

調査事業の公募、委託事業や助成事業の追加公募を実施する。 

 

（４）公募期間 

原則３０日間以上とする。（ただし、調査事業についてはこの限りではない） 

 

（５）公募説明会 

川崎又は東京近郊で開催し、オンラインでも同時に開催する。また関西地区で開催

する場合やオンラインのみでの開催となる場合がある。 

 

７．３ 採択方法 

（１）審査方法 

 e-Rad システムへの応募基本情報の登録は必須とする。 

 実施者の選定・審査は、公募要領に合致する応募を対象とし、書面審査（１

次）、ヒアリング審査（２次）により実施する。 

 書面審査は、社会実装・技術推進委員会のうち採択審査を担うもの（以下「採択

審査委員会」という。）における技術面、事業面の審査に加えて、経済産業省が

設置する外部の専門家等から構成されるワーキンググループ(以下「ＷＧ」とい

う。）が事業戦略ビジョンにより、経営者のコミットメントを確認する。 

 ヒアリング審査は、ＮＥＤＯに設置する採択審査委員会により、企業等の取締役

以上の参加を求めつつ、提案書の内容について技術面、事業面の評価を行い、本

事業の目的の達成に有効と認められる実施者を選定する。ただし、調査等に関す

る実施者を採択する際には、これによらず、ＮＥＤＯの規程に基づき実施する。 

 採択審査委員会の結果を踏まえ、ＮＥＤＯにおいて所要の審査を経たのち、速や

かに委託先・助成先を決定する。 
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 審査委員会は非公開であり、審査経過に関する問い合わせには応じない。 

 

（２）公募締切から採択決定までの審査等の期間 

「研究開発計画」を踏まえ、適切な審査を実施するため、十分な審査期間を確保す

るものとし、公募時に設定する。 

 

（３）採択結果の通知 

採択結果については、ＮＥＤＯから提案者に通知する。なお、不採択の場合は、理

由を添えて通知する。 

 

（４）採択結果の公表 

採択した案件は、提案者の名称、研究開発テーマの名称等をＮＥＤＯのホームペー

ジにて公開する。  

 

８．その他重要事項 

（１）モニタリング・評価の方法 

経済産業省が定める「研究開発計画」に記載のとおり。 

 

（２）複数年度契約・交付の実施 

「研究開発計画」に定める事業期間内で、計画に沿った節目の年数に応じて複数年

度契約・交付決定を行う。ただし、研究開発計画に定めるＷＧによるモニタリング等

に基づき契約・交付期間中においても中止等とする場合がある。 

 

（３）知財マネジメントに係る運用（委託事業） 

「ＮＥＤＯプロジェクトにおける知財マネジメント基本方針」に従ってプロジェ

クトを実施する。 

 

（４）データマネジメントに係る運用（委託事業） 

「ＮＥＤＯプロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針（委託者指

定データがない場合）」に従ってプロジェクトを実施する。 

 

９．スケジュール 

２０２４年 

 11 月 5 日： 公募開始 

   ２０２５年 

 2 月 5 日： 公募締切 
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 2 月中旬～4 月下旬（予定）： 書面審査及びヒアリング審査 

 5 月中（予定）： 契約・助成審査委員会 

 5 月中（予定）： 採択決定・公表 

 7 月中（予定）： 契約・交付 

 

１０．実施方針の改定履歴 

（１）２０２５年３月、制定 
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（別紙）実施体制 

〔２０２５年２月末時点〕 

 

 

 

 

NEDO

　プロジェクトマネージャー（PMgr）：材料・ナノテクノロジー部　大石知広

　＜改変酵素を用いた卵殻膜の総合的活用プラットフォームの構築＞

　株式会社ファーマフーズ（研究開発項目：（助成）①-(b)、②-(a)、③、④；（委託）⑤ ）

　委託先： 株式会社バッカス・バイオ・イノベーション（研究開発項目②-(a)）

国立大学法人　信州大学（研究開発項目④）

　 株式会社浅井農園（研究開発項目④）

株式会社ベジ・ドリーム栗原（研究開発項目④）

　共同研究先： ダイワボウレーヨン株式会社（研究開発項目④）

三洋化成工業株式会社（研究開発項目④）

　＜未利用原料から有用化学品を産み出すバイオアップサイクリング技術の開発＞

　公益財団法人　地球環境産業技術研究機構（研究開発項目：（委託）②-(b)）

　再委託先： 大学法人　早稲田大学（研究開発項目②-(b)）

高砂香料株式会社（研究開発項目②-(b)）

国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所（研究開発項目②-(b)）

国立研究開発法人　産業技術総合研究所（研究開発項目②-(b)）

　共同実施先： 国立大学法人　大阪大学（研究開発項目②-(b)）

 　高砂香料株式会社　（研究開発項目：（助成）①-(b)、③、④；（委託）⑤）

　帝人株式会社（研究開発項目：（助成）③、④；（委託）⑤）

　委託先： 公益財団法人　地球環境産業技術研究機構（研究開発項目③）

　＜製紙産業素材を活用したバイオ燃料・樹脂原料等の商用生産に向けた研究開発・実証＞

　大王製紙株式会社（研究開発項目：（助成）①-(b)、③、④；（委託）⑤ ）

　Green Earth Institute株式会社（研究開発項目：（助成）①-(b)、②-(a)、③、④）

　委託先： 双日プラネット株式会社（研究開発項目③）

　再委託先： 双日プラネット株式会社（研究開発項目⑤）

　＜建築廃材等未利用資源を活用したSAF用２Gバイオエタノール生産実証事業＞

　大興製紙株式会社（研究開発項目：（助成）①-(b)、②-(a)、③、④；（委託）②-(b)、⑤ ）

　再委託先： 国立大学法人　東京大学（研究開発項目②-(b)）

Agro Ludens株式会社（研究開発項目⑤)）

　＜マンノシルエリスリトールリピッドの利用分野拡大に向けた革命的生産システムの開発＞

　東洋紡株式会社（研究開発項目：（助成）①-(b)、②-(a)、③、④；（委託）⑤）

　共同研究先： 国立研究開発法人　産業技術総合研究所（研究開発項目①-(b)、②-(a)、③）

　共同実施先： 国立研究開発法人　産業技術総合研究所（研究開発項目⑤）

　＜細胞性和牛肉の社会実装に係る研究開発＞

　藤森工業株式会社（研究開発項目：（助成）③；（委託）⑤）

　再委託先： 一般社団法人　細胞農業研究機構（研究開発項目⑤）

大学法人　東京農業大学（研究開発項目⑤）

国立大学法人　東京大学（研究開発項目⑤）

国立大学法人　大阪大学（研究開発項目⑤）

大学法人　東京女子医科大学（研究開発項目⑤）

TOPPANホールディングス株式会社（研究開発項目⑤）

　株式会社島津製作所　（研究開発項目：（助成）④）

　委託先： 国立大学法人　大阪大学（研究開発項目④）

　TOPPANホールディングス株式会社　（研究開発項目：（助成）④）

　共同研究先： 国立大学法人　大阪大学（研究開発項目④）



8 

 

 

NEDO

　プロジェクトマネージャー（PMgr）：バイオ・材料部　大石知広

　＜木質等の未利用資源を活用したバイオものづくりエコシステム構築事業＞

　王子ホールディングス株式会社（研究開発項目：（助成）①-b、②-a、③、④；（委託）⑤）

　再委託先： 東レ株式会社（研究開発項目：（助成）①-b）

　株式会社バッカス・バイオイノベーション（研究開発項目：（委託）②-b、⑤）

　再委託先： 大関株式会社（研究開発項目：（委託）②-b）

国立大学法人京都大学（研究開発項目：（委託）②-b）

国立大学法人神戸大学（研究開発項目：（委託）②-b）

国立大学法人信州大学（研究開発項目：（委託）②-b）

国立研究開発法人理化学研究所（研究開発項目：（委託）②-b））

国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学（研究開発項目：（委託）②-b）

　日揮ホールディングス株式会社（研究開発項目：（委託）②-b、⑤）

　再委託先： 大関株式会社（研究開発項目：（委託）②-b）

国立大学法人神戸大学（研究開発項目：（委託）②-b）

国立大学法人北海道国立大学機構北見工業大学（研究開発項目：（委託）②-b）

　共同実施先： 国立大学法人東京科学大学（研究開発項目：（委託）②-b）

　株式会社ENEOSマテリアル（研究開発項目：（助成）④；（委託）⑤）

　大阪瓦斯株式会社（研究開発項目：（助成）②-a、③、④；（委託）⑤）

　東レ株式会社（研究開発項目：（助成）①-b、②-a、③、④；（委託）⑤）

　＜下水汚泥等高含水有機廃棄物を資源化する炭素/窒素循環社会システム実証＞

　株式会社ちとせ研究所（研究開発項目：（助成）①-b、①-c、③、④；（委託）①-a、⑤）

　委託先： 国立大学法人大阪大学：（助成）③、④

　＜純国産木材バイオリファイナリーによる世界最高クラスの低炭素バイオエタノール生産プロセスの開発＞

　日本製紙株式会社（研究開発項目：（助成）①-b、③、④；（委託）⑤）

　Green Earth Institute株式会社（研究開発項目：（助成）①-b、②-a、③、④）

　＜２世代バイオエタノール製造技術とバイオエタノール由来製品技術の開発＞

　ENEOS株式会社（研究開発項目：（助成）②-a、③、④；（委託）⑤）

　共同研究先： TOPPANホールディングス株式会社（研究開発項目：③）

　再委託先： TOPPANホールディングス株式会社（研究開発項目：⑤）

　＜余剰汚泥を使った従属栄養性藻類の培養とバイオディーゼル系脂肪酸原油生産の実証事業＞

　ANAホールディングス株式会社（研究開発項目：（助成）③、④；（委託）①-a、⑤）

　フィコケミー株式会社（研究開発項目：（助成）①-b、③、④；（委託）⑤）

　＜国内未利用バイオマスを利用した機能性糖質素材の開発と社会実装＞

　三和澱粉工業株式会社（研究開発項目：（助成）①-b、②-a、③、④；（委託）⑤）

　委託先： 国立大学法人琉球大学（研究開発項目：（助成）②-a）

　再委託先： 株式会社Biomaterial in Tokyo（研究開発項目：（委託）⑤）

石川県公立大学法人石川県立大学（研究開発項目：（委託）⑤）

国立大学法人琉球大学（研究開発項目：（委託）⑤）

　＜環境保護と食品供給の安定化を実現する精密発酵技術の開発＞
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　長瀬産業株式会社（研究開発項目：（助成）②-a、③、④；（委託）⑤）


